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AOZORA NEWS

さんだや

あおぞら園を利用されているほとんどの方はご存知ですが、毎年この時期に入園の説明会を行っています。当日の朝は
少し曇っていたものの、好天に恵まれてつつがなく終えることができました。

1 時間半ほどいろいろなお話をさせていただくのですが、
熱心にメモを取りながら聞いてくださったり、園生活での心
配事について質問されたりするご様子に、お子様のこれか
らの生活を見据えた前向きな意志が感じられ、少しでも皆様
の思いに応えられるようにと気持ちが引き締まる思いがしま
した。
休憩時間には何組かの方に感覚統合療法室の大きなトラ

ンポリンやブランコなどの遊具を見ていただいて、園児み
んなが大好きな部屋であることをお伝えすると、お子様が
楽しく遊んでいる姿をイメージしていただけたようでした。
今年も新しい出会いを大切に思いつつ、お子さんとその

ご家族をお迎えするにあたって、職員一同、一人ひとりに合っ
た給食の内容やお部屋の環境づくりを行いながら、どのお
子さんにも快適に過ごしてもらえるように準備を進めていき
ます。（副施設長 吉川）

昼夜の寒暖の差はありますが、お昼のポカポカな陽気が春を感じさせてくれる季節となりました。
　３月は毎年、１年間いろいろなことがあったなと思う時期ですが、今年度もほんとうにいろいろなことがありました。
新型コロナ感染症対策により、人が出会うことに制限をかけなければいけない状況が続いたり、子どもたち同士や職員
との接触を減らした療育を考えていかなければならなかったり、私たちにとって初めてのことがたくさんありました。
いろいろな場面で、保護者のみなさまが協力してくださったことにとても感謝しています。ありがとうございました。
療育や行事の内容が例年とは違うことが多かった今年度ですが、子どもたちはこの１年で大きく成長してくれました。
子どもたちが人との信頼関係のもと、自分らしくのびのびと生活し、他者を受け入れることができるようになってきた
姿を見ると本当に嬉しく感じます。今年度であおぞら園を卒園されるお子様もあおぞら園を継続されるお子様も、毎日
の生活を楽しみながら、それぞれのペースでゆっくりとできるこ
とを増やしていってほしいと思います。
あおぞら園ではこれからも、以前にも書かせていただきました

「今までとは違う、三密を避けた生活様式」を子どもたちに教えな
がら、人と人とが関わり合い共に生きていくことの大切さを伝え
ていけるよう努めて参ります。そして、保育士やセラピストは、
子どもたちの発達段階をしっかりと把握し、保護者の方のご意見
や思いを取り入れた療育を進め、保護者のみなさまに安心してい
ただけるよう努めて参りたいと思います。今後もみなさまのご理
解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

この度、３月末をもって退職することとなりました。お子様や保護者の皆様と一緒に過ごした日々は私にとってかけ
がえのない時間であり、日々だったように感じています。
　一か月前、一週間前にできなかったことができるようになったり、昨日泣いていたお子様が、今日は笑顔で過ごせる
ようになる等、日々少しずつ成長され
るお子様を見て、学ぶ事がたくさんあ
り、自身の成長にも繋がりました。
また、保護者の皆様には、いつも温

かく声をかけていただき、感謝してい
ます。至らない事も多かったと思いま
すが、ご理解とご協力をいただき、本
当にありがとうございました。（間東）

令和２年度卒園する間東祐子先生
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きらきら一年を振り返って 児童発達支援管理責任者 泉川桂子

あおぞら園一年を振り返って 児童発達支援管理責任者 大向正展

浅原奈緒子園長のご挨拶

コロナ禍の中でも、お子様たちと関わり続けられたことはとても幸せなことでした。日々関わらせていただく中でお
子様たちの成長していく姿や、通常とは違う生活リズムに最初は戸惑いながらも乗り越えていく力を身につけたお子様
たち。今までは当たり前でしたが、お子様たちと毎日顔を合わせて遊んだりする時間はとても貴重だと感じました。新
型コロナウイルスの影響で大変なこともたくさんありました
が、日々の関りを大切にして、しっかりとお子様たちや保護
者の方々に向き合い、支援をさせていただきたいと思います。
お子様や保護者の方々には様々な面で協力をしていただき

ました。例年であれば毎日通っていただくところを分散登園
にご協力いただいたり保護者の方々に送迎をしていただいた
り、消毒や検温などの健康管理と、様々なことにご協力いた
だきありがとうございました。ご協力いただいたことで、例
年であれば流行している感染症も流行せずお子様たちは元気
に通うことができました。今後もしっかりと対策を行いなが
ら、お子様たちが毎日楽しく過ごすことができるようにして
いきたいと思います。
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振り返れば例年のようにできないこともありましたが、
日々の中で「できた！」「楽しい！」という姿をたくさん見
ることができました。子どもたち一人ひとりの１年前の姿
を思い出すと、しっかりと成長している姿に子どもたちの
成長する力はすごいなあと感じます。
また、外出が難しく、ご家庭で過ごすことが多い中、き

らきらに来てご相談いただいたり、子どもたちが伸び伸び
お友だちと遊んだりする姿を見ることができました。大変
な時だからこそ、保護者の方、子どもたちにとって心の寄
りどころとなる存在でありたいと強く感じる１年でした。
この１年間、体調管理や手洗い、消毒にご協力いただきな
がら、１部・２部ともに毎週元気に通っていただけたこと
にとても感謝しております。ありがとうございました。

仲良く遊ぶぺんぎん組のこども達

左から大向主任、山本施設長補佐
浅原施設長、吉川副施設長

らっこ組のこどもと遊ぶ大向先生

きらきら２部ののこどもと遊ぶ泉川先生

あおぞら園・きらきらのこども達に大人気の間東先生


